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2014年度 児童養護施設 まきばの家 事業計画 

＝子どもの人権を守り発達を保障する＝ 

 私たちはキリスト教精神に基づき、最も人権を侵害されている子どもたちと共に歩む決心をし、まき

ばの家を設立した。この設立の趣旨である子どもの人権を守り発達を保障するために、以下の目標と課

題を掲げ、職員一丸となって邁進するものである。 

 

１．「分かち合う文化」の継承 

施設は、敷地約５０万㎡の広大なデンマーク牧場の一端に位置している。四季折々の豊かな自然に

囲まれ、牛や羊、馬、山羊、鶏、などの家畜をはじめ、様々な生き物が身近に暮らす場所でもある。

子どもも職員も、仲間と共に支生活することを通して、喜びや悲しみを分かち合うことが出来ると

いうことを学びたい。さらには、自然への畏敬を全身で感じ、「祈り」や「感謝」の気持ちを大切に

する生活を作り出したいと願っている。 

「生きる力」を育む環境が整えられているこの場を、職員と子どもたちが共に力を合わせて守り、

子どもたちが「希望」を取り戻すために大いに活用していきたい。そして共に「分かち合う文化」

を培い、大切に継承していくことをめざす。 

牧場の運営を社会福祉法人が責任を持つこととなって 2年目となる。牧場と共にある施設として

誇りを持ち、名実共に発展させて行きたい。 

 

２．精神科診療所「こひつじ診療所」との連携 

こひつじ診療所では、まきばの家に入所している被虐待児をはじめ、様々な課題を併せ持った子ど

もたちへの医学的サポート（診断と援助）が日常的に行われている。まきばの家で行うケース検討

会へも武井医師をはじめ、こひつじ診療所のスタッフが積極的に参加し、入所児童への理解を深め

ている。今後も職員同士の緊密なチームワークのもとに質の高い援助を目指したい。 

 

３．自立援助ホーム「こどもの家」との連携 

児童養護施設と自立援助ホーム両方の施設を運営することで、それぞれの施設の課題がより明確に

なり、さらに弱さを互いに補い合う努力が各施設を成長させ、結果的に入所児のケアの充実につな

がると考える。従って、この連携をより確かなものにしていくように努める。 

 

４．職員研修の充実 

①職員の使命 

職員は、子どもたちにその時代の優れた文化価値を伝達していく使命がある。また、職員は、個々

の子どもに対し、そのニーズを深く理解した援助者である。子どもたちとの信頼関係をもとに、そ

の専門的な知識や技術を通して、また施設の機能を絶えず前進させるように努力することを通して

その使命を果たしていく。 

②育ち合う職員集団 

常に職員集団のチームワークを重んじ、同僚に対して、相互援助、同志的相互批判、相互学習の姿

勢を維持し、相互に育ち合う職員集団づくりに努める。 

これらの使命、課題に取り組むために、施設内部の自主研修の企画、外部からの講師を招いた研修

の企画、さらには子どもの虹情報研修センター、静岡県児童養護施設協議会、全国児童養護施設協

議会等関係団体が企画する様々な研修に積極的に参加していく。 
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５．関係機関との協力体制の確立 

 ①児童相談所との連携 

  施設は、児童相談所との良好な連携のもとにすすめられてこそ充実した成果を生み出すことができ

ると考える。児童福祉の最前線を担う仲間として、特に児童相談所との相互理解を果たしていく。 

 ②学校、地域との連携 

  学校との連携は施設の欠かすことのできない要件である。施設の子どもたちが地域の学校において

正当な地位を占め、充実した教育を受けるために、施設と学校は常に連携し、相互の理解を深め、

相互の協力関係を築いていく。 

  また、子どもたちの生活が地域から引き離されることのないように、地域との多様で積極的な交流

が尊重されなければならない。地域社会の幅広い人々と人間関係を結ぶ機会を常に配慮していく。 

 

〈援助の方針〉 

１．子どもの人権を守り、安心して生活できる環境を整える。 

２．学習意欲を育て、基礎学力を身につける。また、進路、進学を保障する。 

３．趣味やスポーツ等を通して、多様な生活を楽しむことのできる力を育てる。 

４．育ちあう仲間づくりめざし、他人への気配りや思いやりの心、我慢する力を育てる。 

５．関係機関と連携を取りながら家族の再統合、及び子どもの自立に向けた支援に取り組む。 

６．リービングケア、アフターケアに取り組む。 

７．健康管理の充実をはかると共に、事故や災害の防止に努める。 

 

〈職員構成〉 

施設長 １ 事務員 
１ 

（１） 

児童指導員 

保育士 
１２ 

家庭支援専門相談

員 
１ 

個別対応職員 
１ 

心理療法担

当職員 
１ 調理員等 ４ 嘱託医 （２） 

      
合計 

２１ 

（３） 

                         非常勤・嘱託は（ ）で再掲 
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２０１４年度 年間行事計画 

月 行  事  名 地域・学校行事 

４月 新入学祝い 入学式、家庭訪問、子ども会歓迎会 

５月 グリーンズフェア 

（牧場祭り） 

健康診断、修学旅行（中３） 

遠足、中間テスト 

６月  衣替え 

７月 七夕 

 

期末テスト、夏休み 

子ども会レクレーション 

８月 ・夏休み帰省  

・各寮独自行事 

・小学６年以上中高生 夏合宿 

（4泊 5日牧場体験） 

・地曳網（袋井ライオンズ主催） 

ラジオ体操 

９月 キャンプ 小学校運動会、中学校文化体育祭 

10月  衣替え、中間テスト、社会科見学 

11月 収穫感謝祭 修学旅行（小６） 

12月 クリスマス 、年末年始帰省 期末テスト、冬休み 

１月 各寮お楽しみ行事 成人式 

２月 節分豆まき 学年末テスト、高校入試 

３月 卒業祝い 送別会 春休み帰省 卒業式、春休み 

 

防火管理及び避難訓練実施計画 

月 検 査 点 検 教 育 訓 練 

４月   操作盤の説明 火災避難訓練 

５月    火災避難訓練 

６月  建物設備自主点検  火災避難訓練 

７月    火災避難訓練 

８月    火災避難訓練 

９月 消防設備検査 

（業者委託） 

非常食体験訓練 

非常食持出袋点検 

 火災避難訓練 

地震避難訓練 

１０月    火災避難訓練 

１１月    火災避難訓練 

１２月  防災倉庫整理整頓 防災ビデオ視聴 火災避難訓練 

地震避難訓練 

１月  建物設備自主点検  火災避難訓練 

２月    火災避難訓練 

３月 消防設備検査 

（業者委託） 

  火災避難訓練 
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職員研修計画表 

月別 外 部 研 修 内 部 研 修 ケース検討会 

４月    

５月 県養協指導員・保育士研修会 施設見学（県外） １ケース 

６月 中堅職員現任訓練 

心理ワークショップ 

 自立支援計画 

（計画・見直し） 

７月 新任職員現任訓練 

県養協指導員・保育士研修会 

自己評価 １ケース 

８月    

９月 県養協指導員・保育士研修会 研修（外部講師） 2ケース 

１０月 事務職員研修 

関ブロ職員研修 

  

１１月 全国児童養護施設長研究協議会 

県養協指導員・保育士研修会 

施設見学（県内） 

 

１ケース 

１２月   自立支援計画 

（評価・計画） 

１ケース 

１月 県養協指導員・保育士研修会  １ケース 

２月 給食現任訓練 

県養協指導員・保育士研修会  

研修（外部講師） 

施設見学（県外） 

１ケース 

３月  事業方針作成  

備考    

 


